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学会ホームページにて申込み → 登録通知メールの受取り →

受講料の支払い
（郵便振替は用紙発送あり） →

講習会当日
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「第105回医用超音波講義講習会」のお知らせ

初級者対象講義講習会～日常検査に必要な基礎知識の再確認～
主催　一般社団法人日本超音波検査学会

実行委員長　井上　太（NTT西日本大阪病院）

日本超音波検査学会では超音波検査の普及および検査の知識と技術の向上を目的として，医用超音波講義講習会を開催しております．今年度の
初級者対象講義講習会は，テーマを「日常検査に必要な基礎知識の再確認」と題し，大阪市とさいたま市の2ヶ所で開催いたします．
第105回講習会では大阪（大阪国際会議場）において下記のごとく，基礎，循環器（心臓），腹部，体表の4領域の講習を行います．各領域に

おいて経験豊かな講師陣が，初心者・初級者にわかりやすい講義を行います．来年もしくは近い将来，超音波検査士認定試験の受験予定がある方
はもちろんのこと，既に取得された方にも知識を整理・再確認する上で役立つ内容となっておりますので，是非ご参加をお勧めいたします．
なお，医用超音波講習会の申込み方法はWebによる申込みのみとさせていただきます．ハガキおよびFAXによる申込みは行いませんのでご注意

ください．

日時 2010年12月25日（土）
　基礎:9時30分～16時20分
2010年12月26日（日）
　腹部:9時30分～16時30分，循環器:9時30分～16時20分，体表:9時30分～16時00分

会場 大阪国際会議場（グランキューブ大阪）10階会議室

対象 会員限定とします

受講料 テキスト代含む）
基礎コース＋臨床コース:12,000円，基礎コースのみ:6,000円，臨床コースのみ:6,000円

定員 12/25（土）基礎コース:350名
12/26（日）臨床コース:腹部250名，循環器200名，体表150名

申込み方法 お申込受付を終了しました．
指示にしたがってお申込みください．お申込みが完了しますと，登録通知メールが送信されます．
本講習会はWebによる申込みのみとし，ハガキおよびFAXによる申込みは行いません．

受講申込み期間 2010年10月26日～12月1日（郵便振替の場合）
2010年10月26日～12月10日（クレジットカード決済の場合）
郵便振替の払込期日　2010年12月9日
いずれも期日厳守でお願いします．
申込みが定員になり次第，締切りとさせていただきます．
受講料の払込期日を過ぎますと，自動的に申込みがキャンセルとなりますのでご注意ください．

受講までの流れ

受講証廃止の
ご案内

受付業務の整理に伴い，参加費入金確認後に送付していた受講証を今回はお送りしません．
代わりに，当日受付にて参加証と領収証をご用意しておりますので，受付でお受取りください．なお，会員証を必ずご
持参くださいますようお願いいたします．
ご確認のため，web登録の際の登録情報を印刷してお持ち下さることをお勧めいたします．

当日の受付に
ついて

両日とも10階のホワイエで行います．

ご注意 本講習会は日本超音波医学会認定超音波検査士資格更新単位の取得はできません．
講習会当日に欠席された方への受講料の払い戻しはいたしません．
申込者の方以外の受講はできません．
講習会当日欠席された場合には，講習会終了後にテキストを郵送いたします．
会場内での写真およびビデオ撮影，音声録音はご遠慮願います．
パスワードが不明の方は学会事務局(jimukyoku＠mail.jss.org)にメールでお問い合わせください．
会場内での食事はできません．昼食などは，会場周辺のレストランまたは食事施設をご利用ください．また，大阪国
際会議場内のレストラン（2階，5階，12階）もご利用可能ですが，混雑が予想されます．

会場 大阪国際会議場（グランキューブ大阪）
大阪府大阪市北区中之島5-3-51
TEL:06-4803-5555
HP:http://www.gco.co.jp

https://www.jss.org/index.html
https://www.jss.org/english/
https://www.jss.org/sitemap/index.html
https://www.jss.org/link/index.html
https://www.jss.org/about/contact.html
https://www.jss.org/index.html
https://www.jss.org/index.html
https://www.jss.org/committee/index.html
https://www.jss.org/committee/academic/index.html
https://www.jss.org/committee/academic/past.html
http://www.gco.co.jp/


会場へのアクセス
● 京阪電車中之島線「中之島（大阪国際会議場）駅」すぐ
● JR環状線「福島駅」，JR東西線「新福島」から徒歩約10分
● 阪神本線「福島駅」から徒歩約10分
● 大阪市営地下鉄「阿波座駅」から徒歩約10分
● シャトルバス「リーガロイヤルホテル」とJR「大阪駅」桜橋口間で運行しており，ご利用いただけます(定員28名)

連絡先 〒169-0075　東京都新宿区高田馬場4-4-19
一般社団法人　日本超音波検査学会講習会ヘルプデスク
TEL:03-5389-6214　　FAX:03-5348-8629
（電話対応時間　平日9:00～12:00, 13:00～17:00）
E-mail:jss-koshu＠mail.jss.org

プログラム
12月25日（土）基礎領域　10階 1003会議室（350名）
　司会　尾崎　俊也（幸循会OBPクリニック）

時間 内容と講師

09:00～09:20 受付

09:20～09:30 オリエンテーション

09:30～10:50 超音波の物理的性質（伝播，反射，音場特性，分解能など）
　講師:田中　一史　（アロカ株式会社）

10:50～11:05 休憩

11:05～12:25 超音波診断装置の原理と方法 I （パルス反射法，Bモード，スキャン方式，フォーカス方式など）
　講師:岡田　一孝　（株式会社日立メディコ）

12:25～13:25 昼休憩

13:25～14:45 超音波診断装置の原理と方法 II（アーチファクト，ドプラ法，探触子，ハーモニックスなど）
　講師:斎藤　雅博　（持田シーメンスメディカルシステム株式会社）

14:45～15:00 休憩

15:00～16:20 装置の操作運用・安全性（ファントム，記録媒体，安全性，保守管理など）
　講師:光岡　亮　（フクダ電子株式会社）

12月26日（日）腹部領域　10階 1003会議室（250名）
　司会　川端　聡（住友病院）

時間 内容と講師

09:00～09:20 受付

09:20～09:30 オリエンテーション

09:30～11:00 肝臓・脾臓疾患
　講師:倉重　康彦　（天神会新古賀病院）

11:00～11:15 休憩

11:15～12:35 胆道・膵臓疾患
　講師:武山　茂　（国立病院機構東京医療センター）

12:35～13:35 昼休憩

13:35～14:55 消化管疾患
　講師:浅野　幸宏　（成田赤十字病院）

14:55～15:10 休憩

15:10～16:30 腎臓・骨盤腔（膀胱，前立腺，子宮，卵巣）疾患
　講師:丸山　憲一　（東邦大学医療センター大森病院）

12月26日（日）循環器領域　10階1001～1002会議室（200名）
　司会　住田　善之（国立循環器病研究センター）

時間 内容と講師



09:00～09:20 受付

09:20～09:30 オリエンテーション

09:30～10:50 09:30～10:50 弁膜疾患
　講師:藤田　晋一　（大阪労災病院）

10:50～11:05 休憩

11:05～12:25 冠動脈疾患・大血管疾患
　講師:余語　保則　（小牧市民病院）

12:25～13:25 昼休憩

13:25～14:45 心膜・心筋疾患
　講師:泉　礼司　（川崎医科大学附属病院）

14:45～15:00 休憩

15:00～16:20 先天性心疾患
　講師:筑地　日出文　（倉敷中央病院）

12月26日（日）体表領域　10階 1005～1007会議室（150名）
　司会　藤岡 一也（大阪市立大学医学部附属病院）

時間 内容と講師

09:00～09:20 受付

09:20～09:30 オリエンテーション

09:30～10:40 乳腺領域の基礎知識と腫瘤の見方・考え方
　講師:松元　香緒里　（済生会熊本病院）

10:40～10:55 休憩

10:55～12:05 乳腺領域の非腫瘤性病変のとらえ方
　講師:尾羽根　範員　（住友病院）

12:05～13:05 昼休憩

13:05～14:35 甲状腺・副甲状腺の見方・考え方
　講師:森田　新二　（隈病院）

14:35～14:50 休憩

14:50～16:00 唾液腺・その他の疾患の見方・考え方
　講師:白石　周一　（東海大学医学部付属病院）
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